






















春
に
な
る
と 、
悲
し
い
別
れ
や
新
し
い
出
発
で
揺
れ
動
く
子
供
た
ち
の
姿
が 、
町

の
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す 。
そ
ん
な
時
い
つ
も 、
様
々
な
困
難
に
も
打
ち
勝
っ
て

い
く
力
が 、
こ
の
子
供
だ
ち
に
備
わ
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
願
う
の
で
す 。

家
庭
の
姿
が
多
様
化
し
て
い
る
現
代
で 、
子
供
た
ち
の
成
長
に
ど
ん
な
家

庭か
望

ま
し
い
の
か 、
父
母
の
役
割
を
中
山
に 、
も
う一
度
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 。

広報あさひ（〆2)

家庭を考
え
て
み
る
と

日
本
で
も、

ほ
ん

の
半
世
紀
ほ
ど
前
ま

で
は、

家
庭
内
に
家

族
各
々
が
果
た
す
べ

き
仕
事
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た。

し
か
し
現
代
の
よ
う
に
家

庭
は
仕
事
や
学
校
か
ら
解
放
さ

れ
た
憩
い
の
場
で
あ
り、

自
由

な
時
間
を
過
ご
す
所
に
な
っ
て

き
た
い
ま、

家
族
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い

け
ば
い
い
の
か、

わ
か
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

い

ま、

で
し
ょ
う
か
。

朝
日
町
に
は、

ど
ち
ら
か
と

い
う
と
三
世
代
家
族
が
多
く、

世
相
の
影
響
を
受
け
や
す
い
核

家
族
に
比
べ
て、

安
定
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

と
こ

ろ
が、

誰
が
ど
ん
な
役
割
を

持
っ
て
子
育
て
に
あ
た
る
か
が、

し
っ
か
り
形
づ
く
ら
れ
て
い
る

家
庭
は、

案
外
少
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

祖
父
母
は
祖
父
母
の、

父
親

は
父
親
の、

母
親
は
母
親
の

は
っ
き
り
と
し
た
役
割
分
担
が

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば、

責
任
の

所
在
は
あ
や
ふ
や
に
な
り、

子

問
わ
れ
る

「
家
庭」

供
は
む
や
み
に
甘
や
か
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

家
業
を
継
げ
ば
よ
か
っ
た
時

代
は
終
わ
り、

子
供
は
自
ら
の

道
を
切
り
開
か
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
時
代
な
の
で
す。

だ
か
ら
こ
そ、

子
育
て
は
難
し

く、

家
庭
で
何
を
教
え
て
き
た

か
が
問
わ
れ
る
の
で
す。

母親

の

役

割

朝
日
町
は
共
稼
ぎ

の
家
庭
が
多
く、

子

育
て
は、

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
任
せ

て
い
る
と
い
う
母
親
が
多
い
よ

の
あ
り
方

う
で
す。

し
か
し、

子
供
を
成

長
さ
せ、

独
立
で
き
る
よ
う
に

す
る
の
は
両
親
の
役
割
な
の
で

す
か
ら、

子
育
て
は
親
が
責
任

を
持
っ
て
す
べ
き
で
し
ょ
う。

特
に
母
親
は、

子
供
に
生
活

し
て
い
く
能
力
を
身
に
つ
け
さ

せ、

情
緒
を
育
む
こ
と
が
大
切

で
す。

手
先
を
器
用
に
す
る
こ

と
も、

行
儀
作
法
も、

あ
い
さ

つ
の
仕
方
も、

み
ん
な
母
親
が

教
え
る
べ
き
こ
と
で
す。

そ
し

て
そ
の
能
力
は、

一

生
涯
持
ち

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
大
切
な

も
の
で
す。

美
し
い
も
の
を
見
て
感
動
し

た
り、

悲
し
い
話
を
聞
い
て
涙

を
流
し、

人
に
何
か
し
て
あ
げ

る
喜
び
を、

子
供
と
一

緒
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
母
親
は、

素
晴
し
い
教
育
者
で
す。

父権喪失

ω 

時

代

母
親
の
役
割
が
明

確
な
の
に
比
べ
て、

父
親
の
役
割
が
い
ま

ひ
と
つ
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
。

ま
た
極
論
で
す
が、

父
親
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば、

子
供
は
う
ま
く
育
つ
と
さ
え
言

う
人
が
い
ま
す。

そ
の
父
親
の
役
割
と
は、

日

本
で
は
家
長
な
る
が
ゆ
え
に
持

ち
得
る
父
権
で
あ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う。

そ
れ
に
対
し
中

園、

イ
ン
ド
で
は、

父
な
る
が

ゆ
え
に
父
権
が
あ
り、

父
は
死

ぬ
ま
で
礼
を
つ
く
時
訊
た
と
い

う
の
で
す。
「
身
体
髪
膚、

こ
れ

に
父
母
に
う
く」

と
中
国
で
は

言
い
、
「
生
み
の
親
よ
り
育
て
の

親
L

と
日
本
で
言
う
よ
う
に、

大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た。

し
た
が
っ
て、

日
本
で
は
家
長

を
譲
っ
た
時、

父
権
は
喪
失
し

て
い
き
ま
し
た。

そ
れ
で
は、

現
代
の
父
親
は

隠
居
も
し
て
い
な
い
の
に、

ど

う
し
て
父
権
を
持
ち
え
な
い
の

で
し
ょ
う
か。

社
会
人
類
学
者
の
中
根
千
枝

さ
ん
は、

父
権
喪
失
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す。

「
子
供
が
父
親
の
仕
事
を
継

が
な
く
な
っ
た
。

最
も
立
派
に

見
え
る
父
親
が、

仕
事
を
し
て

い
る
姿
に
接
す
る
機
会
が
ほ
と

ん
ど
な
く、

父
親
像
を
貧
し
く

し
て
い
る
。

ま
た、

家
族
構
成
員
が
少
な

く
か
っ
た
こ
と
に
よ
町、

父
親

と
家
族
の
距
離
が
近
く
な
っ
た

た
め、

父
親
の
権
威
が
保
た
れ













町外選手24人も参加して

白銀の白倉に挑む

第3回白倉スキー大会

2月15日（日）、第3回白倉スキ ー大会が聞かれ

ました。今年も町外からの参加者24人を含む139

人の選手が、 白銀にダイナミックなタイムレ ー ス

を展開しました。

上位3位までの成績は、 次のとおりです。

・高校 ・一般男子

1位大木 幸夫（南陽S C) 

2位小川 典道（ノ＼イジS C) 

3位柏倉 敬一 （朝日分校）

〈大回転〉

・小学6年男子

l位大泉 良幸（月山スポ少）

2位長岡 孝明（ II ) 

3位黒田 治臣（ ／／ ） 

・中学男子

1位佐竹 悟（白倉スポ少）

2位長岡 孝明（ ／／ ） 

3位柴田 広幸（ ／／ ） 

・高校・ 一般男子

l位安孫子幸弘（山形商業高）

2位大木 幸夫（南陽S C) 

3位小川 典道（ノ、ィジS C) 

2位長岡 成（常

・小学4年男子

I位伊藤 礼人（月山スポ少）

2位佐藤 信吾（ ／／ ） 

3位管野 清盛（ ／／ ） 

・小学5年男子

1位鈴木 靖人（白倉スポ少）

2位安藤 昌幸（ ／／ ）

3位渋谷 憲智（月山スポ少）

・小学6年男子

l位大泉 良幸（月山スポ少）

2位海野 敦史（白倉スポ少）

3位松尾 雄二（ ／／ ） 

．中学男子

l位佐竹

2位長岡

3位柴田

盤）

悟（白倉スポ少）

孝明（ 刀 ） 

広幸（ II ) 

〈回転〉

・小学4年女子

l位長岡 陽子（白倉スポ少）

2位佐竹さおり（ II ) 

3位清野 貴子（ II ) 

・小学5年 女子

1位遠藤 厚子（大谷小）

2位志藤 麻美（白倉スポ少）

3位佐久間知子（大谷小）

・小学6年女子

l位志藤 春美（白倉スポ少）

2位鈴木 みき（上郷小）

3位岡崎 千春（白倉スポ少）

田中学女子

l位阿部美奈子（白倉スポ少）

2位海野 尚美（ JI )

・高校・ 一般女子

l位大木みどり（南陽S C) 

女
子
①
清
野

千
春
（
元

町）

②
宮
本

律
子（
八
ツ
沼）

③
渡
辺
め
ぐ

み
（
長
沼）

相
座

朋
子
（
送
橋）

マ
一

般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

①
長
岡

和
男（

太
郎
二）

②
鈴
木

楊
明
（
西
町）

③
鈴
木

憲
二
（
西
船
渡）

マ
夫
婦
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

浅
井
周
作
・
澄
子
組
（
元
町）

マ
シ
ニ
ア
・
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
①
鈴
木

藤
七
（
西
町）

②
浅
井

周
作
（
元
町）

③
鈴
木

征
明
（
元

町）

大
井

忠
夫（
太
郎
三）

女
子
①
宮
本
千
代
子（
八
ツ
沼）

②
安
藤
あ
や
子
（
元

町）

③
佐
竹

律
子（
八
ツ
沼）

説
太
郎
チ
l
ム
が
優
勝

J
1

町
民
卓
球
ま
つ
り

第
二
十
四

回
町
民
卓
球
ま
つ

り
が
三
月
八

日（
日）、

町
民
体

育
館
で
聞
か
れ
ま
し
た。

百
五
十

人
が
参
加
し
た

会
場

に
は、

親
子
の
姿
が
多
く
見
ら

れ、

和
気
あ
い
あ
い
の

中
に
も

気
合
の
入
っ
た

ス
マ
ッ
シ
ュ

に、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た。成

績
は
次
の

と
お
り
で
す。

マ
団
体
戦
①
太
郎
チ
l

ム

②
常
盤
チ
ー

ム

③
三
中
チ
l

ム

マ
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
①
長
岡

拓
（
西

町）

②
佐
竹

秀
文
（
松
程）

③
浅
井

将
樹
（
元

町）

阿
部

洋
二
（
西

町）

女
子
①
長
岡

香
織（
太
郎

二

②
志
藤
二
三
枝
（
能
中）

③
岸

智
江（
石
須
部）

多
国

詩
穂（
太
郎
三）

マ
中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
①
工
藤

清
隆
（
元

町）

②
長
岡

裕一
一
（
太
郎
二

③
岸

道
雄（
石
須
部）

阿
部

容
一

（
夏
草）
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一

の
西
吾
妻
山
の
一
角
に
岩
間
も

弓

1
J

11川、
川

難
所
で
あ
っ
た。

洪
水
と
も

こ

…

ふ
タ

唯m
－

k

⑧

る
赤
滝、

黒
滝
と
い
う一
筋
の

r

』

、

ふ

れ
ば
濁
流
渦
を
巻
い
て
万
物
を
一

洞

プ
1
144

せ
せ
ら
ぎ
が
あ
る。
こ
れ
を
名

・

「

J
主

流
し
た。

川
は
生
き
て
い
る。

噌

…

ψ
f
で

す

必

マ

無
川
と
い
う。
こ
の
清
流
が
大

4

－
一

併

大
自
然
四
季
折
々
の
影
を
写
し、

…

市

，

，

m
川
と
な
り
松
川
に
流
れ
こ
み、

目

白

f

島
知

ま
た
人
間
の
哀
歓
を
色
濃
く

：

や
が
て
反

日
付
近
で
h

f

h

崎
明

し
て
氷
遠
に
流
れ
る。

一

一

刈
ヴ勺
川
よ
日以
卜
川

九日
流
1
る。

仁

、

ぷ
弘二日

川
は
古
来
物
資
輸
送
の
大
動
竹

川

、

芯
に
流
れ
て

故
川いい
の
J

こ
の
日
境
に
近
い
名
無
川
の

恥
膨
魁

脈
で
あ
っ
た。

豆一口
に
し
て
言
一

一

四
季
を
織
り
な
す

神
の
黙

双
沌
渓
展
望
台
の
頂
上
に
「
最

は
蹴
関
融闘

え
ば、

最
上
川
は
塩
と
米
と
紅
向

日

肥
沃
の
緑
野

育
み
て

上
川
源
流」
の
大
標
柱
が
建
つ

流、

朝
日
町
の
中
沢
付
近
ま
で

花
の
水
の
古
道
で
あ
っ
た。
五
…

一

時
に
は
怒
り

ほ
ほ
え
み
て

て
い
る。
こ
こ
が
全
長
二
一
六

が
い
わ
ゆ
る
五
百
川
渓
谷
で
あ

百
川
地
方
か
ら
の
下
り
荷
は、

一

一

人
間
模
漏
P
影
写
し

キ
ロ
の
最
上
川
の
源
点
で
あ
る。

る。
こ
の
延
長
約三一
0
キ
ロ
は

古
く
は
う
る
し、

お
喝
し
の
実、
一

日

出
羽
の
産
土

舟
に
積
み

通
常
白
間
町
の
荒
砥
付
近
ま
で

「
両
岸
断
峯
絶
壁、

奇
岩
怪
岩

江
戸
中
加川以
後
は
青
苧、

米、

伊

叫

京
の
文
化
を
取
り
入
れ
て

J

j
e

I

多
く、

流
れ
は
渦
と
巻
い
て
岩

木
炭、

茜、

木
材
等
で
あ
っ
た。
十

一

歴
史
は
遠
く

い

た
ぞ

一

休
の
古
団

最

上

川
①

頭
槍
の
如
し

」
と
古
文
書

上
り
荷
と
し
て
は、

塩
を
は
じ
一

一

聖
な
る
川
よ

最
上
川

一

宮
な
る
川

E

一

）

に
書
か
れ
て
い
る。

め
塩
魚、

干
物、

木
綿、

金
物、
…

白
鷹
町
黒
滝
l

岩
石
と
急
流
の
多
い
最
上
川

砂
糖、

雑
貨
類
で
あ
っ
た。

米
一

一

私
た
ち
郷
土
の
人
々
は、

先

朝
日
町
中
沢

は、
い
た
る
所
に
舟
航
の
難
所

は
上
杉
藩
と
し
て
最
も
力
を
入
竹

山
祖
以
来
数
百
年
間、

最
上
川
の

：
：

！
l

i
l－－

が
あ
っ
た。

白
鷹
町
の
黒
滝、

れ
た
移
出
品
で
あ
っ
た。
五
百
円

一
恩
恵
を
直
接、

間
接
に
受
け
継

を
松
川
と
呼
び、

そ
の
下
流
が

大
淀
の
測、

雪
谷
の
三
階
滝、

川
郷
の
青
苧
は、

新
潟、

京
阪
一

一
い
で
生
き
て
き
た。
こ
こ
に
生

円以
上
川
と
唱
什
サ
ら
れ
て
い
る。

助
ノ
巻
の
明
神
測、

お
八
天
洲、

で
も
好
評
を
得
た。
（
つ
づ
く）
…

一
ま
れ
育
ち、
こ
の
土
地
を
生
活

さ
て、

も
が
み
の
語
源
は
な

大
巻
等
舟
乗
り
の
最
も
恐
れ
た

（
広
報
委
員

長
岡
幸
助）

炉

一
の
悦仲
介
と
し
て
活
動
し
て
き
た

ん
だ
ろ
う
か。

古
古

記
名
称

｜

111111

品
の
で
あ
る6

抄」
に
よ
る
と
「
毛
賀
美」
と

t

ン
山

さ
て、
こ
の
母
な
る
川
最
上

書
い
て
あ
る。
こ
れ
は
ア
イ
ヌ

臨

N
L
I
I
TE

ケ
ん
川
の
源
流
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か、

語
で
「
毛」
は
岩
の
こ
と、
「
賀

F
胤

ー
ゼ

t
図
の
故
上
川
を
さ
か
の
ぼ
り

美」
は
く
し

？
と、

珍
し
い

l

MMr

〕

じ
な
が
ら
探
し
て
み
よ
う。

こ
と
で
あ
る
と。

ま
と
め
る
と

U

務

タ
制

松

ム

と

県
南、

福
島
県
と
の
境
に
西

「
珍
し
い
岩
石
の
多
い
所」
と

最

ム
ヌ
級
W
件
γ

，E

Z
山（
明
日一、

O
三
五
m）

な
る。

制

加
松

町
必

記
8

1

太

「

ー

がい
出
常
に
そ
び
え
て
い
る。
こ

白
附
問
の
烈
沌
付
近
か
ら
下

な

：

品川

／品守

木立

リ
ン
コ
と
ワ
イ
ン
の

ゼ
ッ
ケ
ン
を
寄
贈

朝
日
町
東
点
連
絡
恒
務
所
と

し
て、

一山什’
務
本．
の

A

4引

を
心
的

り
し
て
い
る
以a
以
の
反
川
尚
ド山Ha

（
株）
さ
ん
か
ら、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
の
た
め
に
と、

町
ゲ
ー
ト

ボ
l
ル
愛
好
会
へ、
二
十
万
円

相
当
の
ゼ
ッ
ケ
ン
と
ボ
ー
ル
六

組。
ま
た
町
若
妻
会
へ、

六
十

万
円
相
当
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
用

ユ
ニ
ホ
ー
ム
四
十
五
着
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た。

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
は、

リ

ン
ゴ
と
ワ
イ
ン
の
絵
が
は
い
っ

た、

朝
日
町
に
ふ
さ
わ
し
い
贈

り
物
に
大
喜
び。

大
会
等
で
は

町
の
P
R
に
も
な
り、

町
の
看

板
を
背
負
っ
て
の
競
技
出
場
に

益
々
頑
張
り
た
い
と、

代
表
の

か
た
は
語
っ
て
い
ま
す。

至福島

A西吾妻山（2035M)
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＊

す
こ
や
か
に

（

出
生

届）

臼
年
2

月
1
日
1
2

月
お
日
届
出

区

名

出
生
者
氏
名

父

名

舟

波

堀

裕
司

久

雄

大

町

峯
田
千
恵
子

重

美

西

町

高
橋

宏
彰

久

、J日制

E
FU丸

司・E司－E月3

（特別限定発売〉

一一一一 ． 

86年産凍果吟醸

：アfスワイン｜

長

沼

舟

渡

水

本

西
船
渡

松

程

鈴海岡五柴
木野崎十回

風
裕す登2 ．教2里り
子こ弘2新I11命す奈な

錦義
裕強 徹

＊
や
す
ら
か
に

（
死
亡

届

死
亡
者
氏
名

世
帯
主

鈴
木

功

隆

治

菅
野
チ
ヨ
ム

昭

夫

長
岡

か
ね

金

一

稲
村
タ
マ
ノ

幸

子

清
野
宗
太
郎

和

雄

白
田
ヨ
シ
子

多
喜
男

自
由

長
雄

よ

の

ワ
イ
ン
愛
好
家
か
ら
待
ち
望
ま
れ

一

て
い
た 、

初
年
産
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
が 、

←

三
月
十一
日
に

発

売 。

一

ア
イ
ス
ワ
イ
ン
は 、

糖
度
の
高
い

←

ぶ
ど
う
を
人
工
凍
結
し 、

余
分
な
水

一

分
を
取
り
除
き 、

濃
厚
で
香
り
高
い

酢

果
汁
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
低
温

発

酵
さ
せ
た
も
の
で
す 。

糖
度
は
普
通

一

の
三
・

五
倍
と 、

僅
甘
口
で
女
性
向

き 。

果
汁一
O
O
%
で 、

口
当
た
り

が
さ
つ
ば
り
し
て
い
る
の
が
特
徴 。

一

朝

日
町
ワ
イ
ン
の
醸
造
元
・

山

形

一

果
実
酒
製
造（
有）
が 、
一
昨
年
か
ら

一

特
別
限
定
で
醸
造
し
て
い
る
も
の
で 、

一

今
年
は 、

白 、

ロ
ゼ
そ
れ
ぞ
れ
五
千

一

本
を

発

売 。

価
格
は 、

白
が
二
千
円 、

ロ
ゼ
が
千
五
百
円
で
す 。

最
寄
り
の

酒
屋
さ
ん
で
お
求
め
く
だ
さ
い 。

区

名

宇
津

野

小

原

大
谷

五

常

盤

四
ノ
沢

大
谷
五

大
谷

五

大
谷
三

中

沢

杉

山

長
岡
あ
き
ゑ

堀

む
ぢ

安
藤

み
ん

孝
オ
ヨ
ウ

光

雄

＊
人
口
と
世
帯
数

（
2
月
お
日
現
在）

一

て

O
二
八
人

男

五 、

四
九
二
人

女

五、

五
三
六
人

O
世
帯
数

二 、

六
二
四
世
帯

0
人
口

－
本
町
の
鈴
木
綾
子
さ
ん
か
ら 、

中

央
公
民
館
へ
二
万
一
千
円
相
当
の
織

川

部
の
紅
鉢
型
風
炉 。

州

－
大
谷
六
の
自
国
と
く
さ
ん
か
ら 、

川

町
立
図
舎
館
の
図
書
購
入
に
使
っ
て

酬

く
だ
さ
い
と
現
金一
万
円 。

－
大
舟
木、

今
平
地
区
に

野
菜
等
の

州

委
託
栽
培
を
し
て
い
る
丸
正
食
品

（
株）
社
長
の
飯
塚
正
司
さ
ん
か
ら 、

川

町
内
道
路
整
備
に
と
二
千
万
円
棺
当

酬

の
敷
き
砂
利 。

酬

－
町
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
婦
人
部

川

か
ら 、

社
会
福
祉
協
会
へ
手
ぬ
い
の

川

雑
き
ん
千
百
枚 。
こ
れ
ら
は 、

養
護

川

老
人
ホ
l

ム
「

明
鏡
荘」
や
病
院 、

川

学
校
施
設
に
お
届
け
し
ま
す 。

－
常
盤
の
稲
村
幸
子
さ
ん
か
ら 、

社

州

会
福
祉
協
議
会
へ
現
金
五
万
円 。

ま

州

た 、

朝

日
町
育
英
会
へ
も
二
万
円 。

酬

－
長
井
市
の（
株）
協
同
測
量
社
さ
ん

酬

か
ら 、

三
十
五
万
円
相
当
の
地
籍
調

州

査
用
測
図
シ
ス
テ
ム
備
品 。

川

－
新
潟
市
の（
株）
日
本
ケ
ー

ブ
ル
さ

川

ん
か
ら 、

十
万
円
相
当
の
ス
キ
1

競

酬

技
用
ゼ
ッ
ケ
ン
一
O
O
枚 。

川

・
山

形

市
の
山

形

小
松
重
車
両（
株）

さ
ん
か
ら 、

六
十
九
万
円
相
当
の
除

酬

雪
機
械
用
ス
チ
ー

ム
洗
車
機一
台 。

酬

ん
つ
御
－寸
川

ーι
羽
山川
リ
川

J
1
4
1
H

 

1
室
乍
ま

州

制
長

引
ヨ
川

野
同
町

U
日
川

清
ら
川

町一
酬

の
か
わが
が』
州

【
丹 、
リ
f
iJ
川

：
t
H

包
宅
損

φj

ノ
引
く
ま
l

四
打
て
殿

－E’’
V
弥
生
三
月
と
い
う
が 、

聞Emm

弥
生
は
別
に
「

花
見
月」

凶m－E

と
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
四

咽2・・

月
後
半
に
あ
た
る 。
三
月

－E劃・
を
陰
暦
で
言
え
ば
二
月
の

閣直園闘
雪
消（
げ）
月
に
な
る 。

雪

』

』1

ど
け
の
音
も
木
の
芽
の
ふ

く
ら
み
も 、

新
し
い
世
界
へ
の
出

発

を
啓
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。

V
「

雲一
を
洩（
も）
る
日
の
ひ
と
す
ぢ
や

卒
業
す」（
大

野
林
火） 。
三
月
は
ま
た

卒
業
の
季
節
で
も
あ
る 。

別
れ
の
か

な
し
み
と
明
日
へ
の
希
望
と 、

交
錯

し
た
心
情
を
こ
め
て
卒
業
式
は
進
め

ら
れ
る 。
「

立
つ
鳥
あ
と
を
濁
さ
ず」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る 。
立
ち
去

る
者
は
後
始
末
を
し
て 、

き
れ
い

さ
っ
ぱ
り
と
旅
立
て 、

と
い
う
意
味

で
あ
る 。

心
の
こ
り
な
く

新
し
い
世

界
へ
向
っ
て
巣
立
っ
て
ほ
し
い 。

V
四
月
は
選
挙
の
月。

朝

日
町
に
お

け
る
新
し
い
出

発

の
た
め
の
選
挙
と

な
る
か
ど
う
か 。

単
な
る
私
情
に
と

ら
わ
れ
ず 、

確
か
な
眼
と
耳
で
候
補

者
の
人
間
を
と
ら
え
て
投
票一
で
き
る

町
民
と
な
る
か 。

町
議
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
識
見
と
情
熱
を
持
っ
た
候
補

者
と
な
る
か 。
ま
さ
に
選
挙
と
は
人

聞
を
み
が
き
合
う
道
場
で
も
あ
る 。

V
ア
イ
デ
ア
と
か
知
恵
と
か
「

質
の

変
革」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が 、

こ

の
た
め
に
は
思
考
の
転
換
が
必
要
で

あ
る 。

今
ま
で
の
こ
と
を
考
え
直
す

こ
と
で
あ
る 。
こ
の
こ
と
な
し
に
は

新
し
い
世
界
へ
の
出

発

も
な
い
よ
杉）
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